
 
                                      2019年 4月 26日 

                                      代表選抜委員会 

 

2022年アジア競技大会の代表選抜とご意見の受付 

 

 昨年 8月の第 18回アジア競技大会において日本メン、ミックスチームは残念ながらメダ 

ルに届かず、次回 2022年杭州大会でのメダル獲得を目指しています。 

 

杭州大会のスケジュールは、2020年に開催国中国より実施競技および種目の発表、2022

年 2月に JOCより各競技の選手人数枠の通知、2022年 9月に大会開催の予定です。 

ブリッジ競技の採用、実施種目はメン、ウィメン、ミックスの 3 つ、選手人数枠は前回

同様の 12名を現時点で想定し、以下の要領で杭州大会の代表選抜を行います。 

 

1．種目の決定 

メン、ウィメン、ミックスの 3 つから、杭州大会の参加優先種目を 1 位、2 位まで決定

します。選手人数枠の関係で全ての種目には参加できない可能性があるためです。 

2019年 6月の APBF選手権、9月の世界選手権、2020年秋のワールドブリッジゲームズ 

の 3大会を参考に、2020年 12月までに種目の決定および公表を行います。 

決定のプロセスは、有識者会議（現在は寺本直志、古田一雄、山田彰彦の 3名）、代表選 

抜委員会（現在は橋本公二、齋藤陽子、古川京司、高野英樹の 4 名）を経て理事会に案が

出され、理事会が決定します。 

 なお、上記 3 大会の結果、出場の有無は、代表候補の個人の選抜には関係しません。ま

た、上記 3大会のあとにチーム、ペア、キャプテン、種目を変更できます。 

 

2．代表候補の選抜 

参加優先種目の 1位、2位に関しては、2021年に代表候補を選抜します。選抜方法、ス 

ケジュールは追って公表します。 

ただし、実施種目の発表、変更、選手人数枠の通知が行われた際には、その範囲内にお

さめる必要がありますので、種目や代表候補の差し替えを行わざるを得ないケースもあり

ます。その場合にはご迷惑をお掛けしますがご了承ください。 

 

【ご意見の受付】 

杭州大会の代表選抜に関するご意見ご質問を承ります。2019年 5月 26日までに代表選 

抜委員会（info@jcbl.or.jp）までお寄せください。              以上  

 


